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6月 に韓国 ・ソウルで遣族らに遺骨問題について講
演する岩淵宣輝さん。日韓合同の戦没者遺族使節団
としてバブアニューギニアを訪れる(岩淵さん提供)

岩淵さん優響)ら民間有志

２５
日
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
ヘ

追
悼
、交
流
通
じ
絆
強
く

奥
州
市
衣
川
区
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
平
洋
戦
史
館
会
長
理
事
岩
淵
宣

輝
さ
ん

（７０
）
ら
民
間
有
志
は
日
韓
両
国
の
大
平
洋
戦
争
遺
族
に
よ
る

合
同
巡
礼
民
間
外
交
使
節
団
を
初
め
て
企
画
し
、
２５
日
か
ら
８
日
間
、

南
洋
の
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
を
訪
間
す
る
。
遺
骨
が
戦
地
か
ら
返

ら
ず
心
を
痛
め
る
遺
族
ら
が
共
に
現
地
で
追
悼
。
一回
国
関
係
が
笹

島

問
題
な
ど
で
ぎ
く
し

ゃ
く
す
る
中
、
互
い
の
痛
み
が
分
か
る
遺
族
交

流
を
通
じ
て
友
好
機
運
を
醸
成
す
る
。

父
が
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
で
戦
死
し
た

の
を
機

に
、
同
国
で
遺
骨
帰
還
活

動

を

続

け

る

岩

淵

さ

ん

と
、
旧
日
本
軍
に
動
員
さ

れ
た
韓
国
人

の
家
族
ら
を

支
援
す
る
在
韓
軍
人
軍
属

裁
判
を
支
援
す
る
会

（古

川
雅
基
代
表
）
の
主
催
。

岩
淵
さ
ん
と
会
員
２
人
、

韓
国
側
か
ら
高
仁
衡
さ
ん

（
６９
）
、
南
英
珠
さ
ん
（
７３
）

が
参
加
す
る
。

現
地
滞
在
は
６
日
間

の

予
定
で
、
多
く
の
朝
鮮
半

島
出
身
者
が
戦
死
し
た
東

部

の
ウ

エ
ワ
ク
や
ポ
イ
キ

ン
な
ど
を
訪
問
。
家
族
が

最
期
を
遂
げ

た
と
み
ら
れ

る

地

域

で

追

悼

式

を

行

い
、
地
元
住
民
の
協
力
を

得
て
遺
品
収
集

の
一十
贅
か

り
を
探
す
。
同
会
と
岩
淵

さ
ん
に
よ
る
と
、
パ
ブ
ア

ニ

ュ
ー
ギ

ニ
ア
で
は
県
人

約
６
８
０
０
人
、
朝
鮮
半

島
出
身
者
約
４
７
０
０
人

が
艶

化
し
た
と
み
ら
れ
る

が
、
戦
後
六
十
数
年
が
経

過
し
た
今
な
お
日
韓
両
国

と
も
国
レ
ベ
ル
の
遺
骨

帰

還
活
動
は
十
分
進
ん
で
い

な
い
。

岩
淵
さ
ん
は

一
関
市
出

い

一
と
批
判
。
６
月
に
韓

一１
３
５

・
１
４
８
８
）
へ
。

国

で
遺

族

ら

に

講

演

し

「同
じ
悲
し
み
を
体
験
し
、

平
和
を
強
く
望
む
遺
族
同

士
だ
か
ら
こ
そ
分
か
り
あ

え
る
。
遺
族
外
交

こ
そ
が

両
国

の
絆
を
強
く
す
る

一

と
運
動
に
力
を
入
れ
る
。

同
会
は
渡
航
費

の
寄
付

を
募
集
中

。
問
い
合
わ
せ

は
古
川
代
表

（０
９
０

・１

が
機


